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婚

姻
恋
†
の
自
律
性
に
就

い
て

三

谷

遣

麿

一

婚
姻
率
に
於
け
る
攣
動
は
、
其

の
原
因

の
如
何
を
問
は
す

、

其

れ
自
身

、
婚
姻
傘
を
牢
均
的
高
さ

に
還
元
せ
ん
と
す
る
作

用

を
な
す
。
今
假
ゆ
に
是
を
婚
姻
卒

の
自
律
性

と
名
づ
け
る
。

婚
姻
奪

の
動
揺

が
種

々
の
原
因

に
依

っ
て
生
す
る
事
は
、
今

更
論
ず

る
ま

で
も
な

い
が
、
婚
姻
数

の
看
加

に
依

っ
て
上
昇

し

た
婚
姻
率
は
、
其

の
上
昇

し
た
事

に
依

っ
て
次
に
来

る
可
き
婚

姻
率

の
低
下
を
豫
想

せ
し
む
る
。
換
言
す

れ
ば
、
婚
姻
率
に
於

け
る
上
昇
は
、其

れ
丈
け
で
既
に
婚
姻
率
下
降

の
原
因
で
あ
る
。

何
故
か
な
ら
婚
姻
率

の
上
昇
は

、
こ
の
場
合

必
然

に
婚
期
に
あ

.る
人

口
敏
を
減
少
せ
し
め
、
從

っ
て
婚
姻
傘
低
下
の
原
因
と
な

る
か

ら
で
あ

る
。
同
様
に
、
婚
姻
敏

の
減
少
に
依
っ
て
低
下
し

た
所

の
婚
姻
率
は
、
其

れ
自
燈
婚
姻
牽
上
昇

の
原
因

で
あ
る
。

何
と
な

れ
ば
、
低
下
し
た
婚
姻
牽
が
結
婚

せ
ん
と
す

る
男
女

の

敏
を
増
加
せ
し
め
、
こ
の
事
は
必
然
に
次
に
来

る
可
き
婚
姻
率

婚
姻
傘

の
自
律
性
に
就
い
て

e

の
上
昇
を
期
待

せ
し
む

る
か
ら
で
あ

る
。
帥
ち

、
婚
姻
卒

に
於

け

る
動
揺

は
常

に
是
を

反
封

の
方
向

に
動
か
さ
ん
と
す

る
要
素

を
、
其

れ
自
身

の
中

に
含
ん
で
居

る
。
而
し
て
婚
姻
牽

の
動
揺

が
、
其

れ
自
身
を

反
封

の
方
向

に
動

か
さ
ん
と
す

る
力
は
、
動

揺

の
強

さ
と
、
時
間
と
に
正
比
例
す

る
。
帥
ち
、
婚
姻
率

の
動

揺

が
強
け

れ
ば
強

い
程
、
長
け
れ
ば
長

い
程
一
勿
論
増
加
か
減

少
か

一
方
的
に
1

是
を

反
封

の
方
向
に
動
か
さ
ん
と
す

る
力
も

亦
強

い
。
從

っ
て
婚
姻
率
は
、是
を
動

か
す
社
倉
的
諸

原
因

と
、

姫
娼
卒

の
獲
劃
自
身
力
担
!
一宮
尽
し
カ
ユ
と
力
荊
裂
さ

才
≠

箆

は
共
働

し
た
瓢

に
定
ま
り
、
共

の
動
旛
は
常

に
平
均
的
高
さ
を

中
心
と
し

て
繰
り
返
さ
れ
、
長
期

に
亙

っ
て
定

ま
っ
た
方
向
を

取
り
得
な

い
と
い
ふ
結
論

に
到
達
す

る
。

、

今
或

る
杜
會

の
婚
姻
率
が

著

る
し
く

上
昇
し
た

と

假
寇
す

る
。
こ
の
高

い
婚
姻
率

が
二
年
或

は
三
年
続
け

ば
、
其

の
肚
會

の
婚
姻
可
能
人

口
は
著

惹
し
く
減
退
し
て
他

の
凡

て
の
事
情
が

術
ほ
婚
姻
卒
を
高
か
ら

し
む
る
檬
作
用
す

る
と
し
て
も
、
結
婚

す
可
き
男
女
数

の
減
少
か
ら
來

る
堅
迫
は
、
必
ち

す
や
婚
姻
卒

を
低
下
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
。
あ
だ
か
も
反
封

に
、
引

緩
く
婚

第

三
十
四
巻

九
七
七

第
六
號

一
三
五



婚
姻
率
の
自
律
性
に
就
い
て

嫡
率
の
減
退
は
漸
次
婚
期
に
あ
る
男
女
数
を
槍
加
せ
し
め
,
結

局
は
凡
ゆ
る
結
婚
に
件
ふ
困
難
を
打
破
し
て
も
街
ほ
結
婚
せ
ん

と
す
る
者
の
骨
加
と
な
-
'
斯
-
の
如
-
に
し
て
低
い
婚
姻
率

は
必
然
に
婚
姻
率
上
昇
の
原
因
と
な
る
o
JJ
の
場
合
婚
姻
率
上

畢

或
は
低
下
の
程
度
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
,
長
け
れ
ば
長

い
程
'
反
動
と
し
て
の
低
下
､
或
は
上
昇
が
決
定
的
と
な
る
事

も
亦
明
瞭

で
あ
る
o

こ

以
上
述
べ
た
る
が
如
き
娼
粥
率
の
自
律
性
を
最
も
よ
く
証
明

す

る
も
の
は
'
バ
イ

エ
ル

ン
の
婚
姻
率
で
あ
る
｡
バ
イ
エ
ル

ン

に
於

け
る
婚
姻
率
は
左
の
如
き
数
字
を
示
し
て
居
る
｡

第
三
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四
番

九
七
八

第
大
鋸
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の
表

の
観
泰
に
常

つ
て
は
~
)3
ayeJ
n
に
於
け
る
賓
乏
人
の

I;

自
由
盈

州
姑
が
洗
練
の
規
定
に
依
っ

て
禁
止
さ
れ
た
事
,
及
び

共

幻

が

叫
八
六

二
年

在
月
に
火

軒

の
決
定

忙
俄
つ
三

㍍
粁
余

pJ･L:

_

さ
れ
､
7
八
六
八
年

四
月
7
六
日
全
-
撒
度
さ
れ

た
事
を
知
ら

ぬ
ば
な
ら
聖

即ち
六

六

〇
年
以
前
の
低
い
蛸
朋
牢
は

二

八
四

丁
7
<
六

〇
の
-#
均
は
六
･五

‰
)
M
otnF
I
も
云

へ

G[T

る
如

く
､
明
か
に

法
律
の
制
限
に
依
る

も
の
で

あ
り

,
経
つ
Lr
.

1
<
六
:
年

以
後
は
弟
分
埠
加
L

J
<
六
九
年
即
ち
･
制
限
撤

去
の
翌
年
に
異
常
の
高
率

(
7
二
由

色

票

し
て
居
る
｡
斯

く
の
如
き
は
勿
論

蒜

的
現
象
で
あ
っ
て
其
の
後
は
著
る
し
く

低
下
し
た
が
'
恰
も
管
併
戦
争
後
の
繁
柴
に
骨
し
て

T
<
七
二

年
以
後
数
ヶ
年
牌
蹄
し
た
高
率
を
鮭
持
し
た
｡
食
っ
て

1
<
七

六
年
以
後
の
婚
姻
率
の
雫

は
'
侶
令
経
済
的
不
況
が
存
達
し

●

な
か
つ
た
と
し
て
恩

義

起
る
可
か
り
し
も
の
と
考

へ
る
｡
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然

し
な
が
ら

一
八
八
○
年
以
後

の
婚
姻
卒
が
、

一
八
六
〇
年

σ

以
前
の
其

れ
に
復
路
し
な
か

っ
た
事
、
或

は
逆

に
、

「
八
六
〇

年

以
前

の
婚
姻
率
が
、
法
律

の
制
限
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
異

の

常

に
低
く
結
局
猫
逸

の
平
均
或

は
、

「
八
八
○
年

以
後

の
婚
姻

率
程
度

に
上
昇
し
得
な
か

っ
た
と
い
ふ
事
は
、
婚
姻
率

の
自
律

性

と
は
全
く
相
容

れ
な

い
現
象

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
法
律

の
制
限
が
婚
姻
率
を
低
下
せ
し
め
た
と
し

て
も
、
其

の
底
下
自

身

が
原
因

と
な

っ
て
法
律

の
制
限

下
に
於

て
も
尚
ほ
婚
姻
率
を

拾

力
を
し
配
亥
年

表
.カ
ら

で
あ
.る
、

こ
の
事

は
婚
姻
率

の
自
律
性
に
と
っ
て
は
根
本

的
に
重
要
な

問

題
で
あ

る
が
、
妙
な
く
と
も
二
つ
の
観

黙
か
ら
説
明
し
得
ら

れ
る
と
信
ず

る
。

A
或

る
種

の
制
限

に
依

っ
て
起

る
婚
姻
率

の
低
下
は
、
結
局

婚
姻

の
延
期

に
起
因
す
る
が
、
こ
の
延
期
は
死
亡
、
其

の

他

の
理
由

に
依
り
中
止
に
到

る
場
合

の
存
在
す

る
事
。

3
内
縁
關
係

の
存
在

婚
姻
を
制
限
す

る
種
々

の
原
因
が
存
在
す

る
場
合
に
、
婚
姻

率

の
必
然
的
反
撥

を
主
張
す

る
根
操
は
、
婚
姻

の
延
期
が
結
局

婚
姻
率

の
自
律
性
に
就
い
て

制
限

の
厘
迫

を
排

し

て
結
婚
に
誘
く
可
能
性
を
信
ず
る
に
在

る

が
、
婚
姻

の
延
期

が
、其

の
聞
種
々
の
原
因
に
依

っ
て
結
局
婚
姻

の
不
可
能
を
生
す

る
機
會
を
残
す
事

は
、
婚
姻
を
制
限
ず
る
原

因

の
存
す
る
場
合

の
婚
姻
傘
を
比
較
的
に
低
か
ら
し
む
る
理
由

と
な

る
。
更

に

切
ミ
Φ8

に
於
け
る
が
如
き
場
合
に
は
、
法
律

に
依

る
婚
姻

の
制
限

が
自
然
内
縁
關
係
を
多
か
ら
し
め
て
婚
姻

傘
を
低
下
せ
し
む
る
事
は
見
易

い
所

で
あ
る
。
帥

ち
、

「
八
六

八
年
を
境
と
す
る

ξ

①≡

の
私
生
傘
は
左

の
如
く

で
あ
鯛
・

一八
六
五

天
六
六

一
八
六
七

天
六
八

一
八
六
九

じ⇔
起
臼
ロ

の
私
生
牽

(
δ
0
の
出
生

に
封

し

て
)

一八
芒
⊥

ハO

天
六
一-
七
〇

天
主

一
八
O

私
生
率

一三
・五

三

λ

三

∴

二
?

0

一七
・
九

雷

同
①
ヨ

三

・
九

三

二

一三
・
三

私

生
傘

入
七
〇

一パ
・五

一八
七
一

一
五
。
二
.

一八
七
二

一
四
・
四

天
七
三

三

。
九

}
八
七
四

三

∴

℃
「
①
=
切
線
O
昌

八
三

八
・
六

七
・
六

右

の
表

に
依

れ
ば
、
法
律

の
規
定

が
婚
姻
を
制
限
し
た

る
時

第
三
十
四
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九
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九

第
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婚
姻
寧

の
自
律
性
に
就

い
て

代

に
於

て
は

、
其

の
私

生
傘

極

め

て
高

く

、
從

っ
て
内

縁
關

係

の
比
較

的

多

き
事

を
謹

明
す

る
が
、
更

に

一
八

七
〇
年

以
後

假

令

早
Φ
口
器
窪

と

の
比
較

に
於

て
は
爾
ぼ
著

る
し
く

高

い
と

し

て
も

、
.異

常

な
低

下

を

示
す
事

は

、
内

縁
關

係

の
減

退

、
從

っ

て
婚

姻
傘

の
上
昇

を

明
か

に
説

明

す

る
も

の
と
信

ず

る
。

ア

リ
モ

れ

ヒ
ゆセ
う

お
ド
ぬ
ロ　

　

ツ
　

　り

'

共

ぐ

て

「
ア
」
ノ
⊂

年
高

』梛
の

眠
震
)、φ
岳

の
婚
姻

率

が
無
ハ常

に
低

か

っ
た

事
も

、
決

し

て
婚

姻
率

の
自

律
性

を

否
定

す

る
も

の
で
は

な
く

、
吾

々
は

、
婚

姻

率

の
動
揺

が
結

局

は
婚
姻

率

の

自
律
性

に
依

る
制

限

を
脱

し
得

な

い
事

を
知

る
・

以

上
述

べ
た

る
が
如

き
婚

姻
率

の
自

律
性

は

、
婚

姻
牽

に
特

有

の
も

の
で
人

口

の
他

の
二

つ
の
現
象
帥

ち

、
出

生

率

及
び

、

死

亡
率

に
就

い

て
は
全

く

考

へ
ら

れ
な

い
。

從
.つ
て
是
等

三
ヅ

つ
の
人

口
現
象

が
長

期
間

の
推

移

に
於

て
結

局

如
何

な

る
差
異

・

を

示
す

か

、
極

め

て
興

味

あ

る
問
題

で
あ

る
。

註
、
婚
姻
牽

の
自
律
性
を
論
ず
る
場
合
、
婚
姻
傘
攣
動

の
原
因
を
看

過

し
得
る
か
は
疑
問

で
あ
る
。
婚
姻
勲
に
影
響
す
る
凡

て
の
原
因

.

が
考
慮

の
必
要
な
き
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
只
人
ロ

の
年
齢
構
成

の

.

攣
化
か
ら
来
る
婚
姻
傘

の
動
揺
は
問
題
と
な
り
得
る
が
如
く
で
あ

る
。
然
し
な
が
ら
、
或
る
杜
會

の
全
人
口

の
年
齢
構
成
は
、
婚
姻

.

・率

籔

し
て
原
因
的
要
素
で
あ
る
と
同
鷺

・
其
九
夏

婚
姻
傘

第
三
十
四
巻

九
八
〇

一第
六
聴
納

一
三
八

を
原
因
と
す
る
結
果

で
も
あ
り
得

る
。
從

っ
て
こ
の
間

の
因
果
關

係
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
理
論

の
紛
糾
を
來
ナ

の
み
で
到
底
正

確

な
結
論
を
得
難

い
と
信
ず
る
が
故
に
、
今
は
凡
て
考
慮

の
外

に

置

く
。

三

「

婚
姻

率

の
動

瑠

は
結

局
其

の
自
律
性

に
依

っ
て
制
限

さ

る
曳

下

放
に
、
久
・
・
に
五
つ
嘉

或
は
嚢

の
言

偏
・
た

動
野
勘
ボ
し
得
蹴

い
所

以
を
設

い
距
。
然

る
に
死
亡
率
に
於

て

は
、
人
聞
が
不
老
不
死
で
な

い
限
り
最
低
限

の
存
在
す

る
事
は

否
蛋

來
な
い
・
し
て
軸
、
共

の
箆

至
・
ま
で
は
霰

に
或

綾

饗

、
減
退
の

一
塗

辿
る
事
は
容
易
に
想
像
し
得
ら
れ

る
。
帥

ち
死
亡
率
に
於

て
は
直
接
是
が
塘
加
を
目
的
と
す
る
原

因
は
存
在
し
な

い
が
、
更

に
人
類
は
是
が
低
下
に
射
し

て
不
断

の
努
力
を
携

ふ
で
あ
ら
う
か
ら
。
從
っ
て
婚
姻
牽
と
死
亡
率
と

は
其
の
長
期
に
亙
る
欝

に
於
て
は
全
《
相
異
る
能
襟

を
示
す

可
き

で
あ
り
、
只
死
亡
率
が
漸
減
し
て
ほ
ぼ
共

の
最
低
限

に
接

近
し

て
後
始

め
て
相
似
た
る
経
過
を
示
す
に
到

る
で
あ
ら
う
ゆ

他
方
出
題
率

は
、
近
代
文
明
國

の
殆
ん
ど
凡

て
に
於

て

一
様

　

ユ

コ

に
著

る
し

い
減
退
傾
向
を
示
し
て
居

る
。
而

し

て
出
生
率
に
は

其

の
攣
動
を

必
然
的
に
規
制
す

る

何
等

の

原
因
も
存
在

し
な

雲離灘 藻講 撫撚 驚灘 鰯1



い
。
從

っ
て
是
を
減
少
せ
し
む
可
き
原
因

の
存
在
す

る
限
り
出

「

生
率
は
無
限
に
減
退
す

る
で
あ
ら
う
。
死
亡
率

に
見
る
が
如
き

最
低
限
も
亦

こ
玉
に
は
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
。
但
し
是
が
増

加
を
否
定

し
得

べ
き
理
論
的
板
縁
も
亦
蛮
見
し
得
な

い
。
兎
に

角
出
生
率

は
是
を
動
か
す
杜
會

的
原
因
に
依

っ
て
殆
ん
ど
無
制

限

に
攣
化
し
得

る
で
あ
ら
う
。
從

っ
て
其

の
攣
動

が
結
局
婚
姻

率

の
其

れ
と
軌
を

一
に
し
得
な

い
事
は
見
易

い
所

で
あ
る
。

斯
く

て
三
つ
の
人

口
現
象

の
中

、
死
亡
率
は
必
然

に
減
少
す

百
世
運
命
障
あ
都
、
是
翫
殿
も
明
瞭

鵠
、旧小
℃
も

の
ば
答
年
齢
別
'

死
亡
率

で
あ
る
が
、
其

れ
は
明
か
に
減
退

の

一
途
を
辿

っ
て
居

る
。
婚
姻
傘
は
結
局
殆
ん
ど
不
攣
的
で
あ
る
筈

だ
。
而
し
て
出

生
率

の
み
は
増
減
何
れ
に
も
動
揺
し
得

べ
き
可
能
性
を
持

つ
。

近
世
文
明
諸
國

の
出
生
率

の
減
退
も
、
是

が
層
加
に
韓
す

る
事

の
不
可
能
を
論
讃
し
得

べ
く
も
無

い
。

以
上
私
は
出
生
、
死
亡
及
び
婚
姻
率
の
攣
動
が
長
期

に
亙

る

観
察

に
於
て
は
必
ら
す

や
異

っ
た
推
移

を
示
す
可
き
事
を
論
じ

た
が
、
今

二
三
の
統
計
を
擧
げ

て
是
を
實
讃
し
度

い
。
先

づ
猫

逸

の
統
計

に
見

る
。

猫
逸
帝
國

の
婚
姻
率
は
、

一
八
七
〇
年
代

の
終
り
よ
り
大
戦

婚
姻
率

の
自
律
性

に
就

い
て

前

に
到

る
ま

で
約
三
十
絵
年
間
殆
ん
ど
攣
化
せ
す
、
僅
か
に

一

〃4陣
の
動
揺

を
然
も
極

め
て
緩
慢

に
示
す
に
止

る
。

一
八
七
〇
年

代
始

め
の
数

年
間

に
示
す
婚
姻
率

の
高
位
は
、
勿
論
戦
勝
に
依

る
結
果
で
あ
り
、
其

の
以
前

に
も
敷
皮

の
著

る
し
い
攣
化
を
示

し
て
は
居

る
が
結
局
卒
均
的
高
さ
を

(
一
八
五

一
-

一
九

=
二

年
李

均
は
入

・
=
二
α脚
)
遠
く
離

れ
得
な

い
事
實
を
知

る
。

一
方

猫
逸

の
出
生
率

は
、

一
八
七
六
年
を
境
と
し
て
共

の
前
後

に
明

瞭

な
傾
斜
を
示
し
て
居

る
。
殊
に
今
世
紀

に
入

っ
て
以
来

の
減

レ
重
斬皆
7獅

ノρ
、
、

…
㌦
「
ノ
…
詳
う
マ
一疋
・ヒ
げoo
ド
D
一
}二
隔弔
ぐ
十
い

二
七
・
五
加
と
殆
ん
ど
3
竃
に
減
少
し
て
、
普
佛
戦
後

の
高
出
生

率

を
誇

っ
た
面
影
を
止
め
な

い
。
死
亡
率
に
於
け
る
減
退
は
更

に
明
瞭

で
あ
る
。
即
ち

「
八
五
〇
年
代

の
始

め
、
及
び

「
八
⊥ハ

六
年
の
流
行
病

(
コ
レ
ラ
)
に
依

る
磨
加
を
看
過
す
れ
ば
、

一
八

七

一
年
を
境
と
し

て
其

の
後

の
四
十
盤
年
間
二
三
反
撥

の
年
は

あ
る
と
し

て
も
、
全
く
急
角
度

の
減
退

を
示
し
て
居

る
。
即
ち

濁
逸

の
統
計

は
婚
姻
率
に
於
け
る
不
攣
性
を
示
す
と
共

に
、
出

生
、
死
亡
二
率

の
攣
動
が

一
方
に
偏
し
得

る
事
を
示
し

て
居

る
。

尤
も
其

の
死
亡
率

は
殆

ん
ど
最
低
限
に
接
近
し
つ
玉
あ
る
が
故

「

に

一
九

=
二
年

以
後

の
死
亡
率
が
著

る
し
い
攣
化
を
示
し
得
な

第

三
十
四
巷

九
八

一

第
六
號

=
二
九



婚
姻
傘

の
自
律
性
に
就

い
て

か
っ
た
事
は
考

へ
ら

れ
る
が
、
大
戦
に
依

る
統

計

の
中
断

は
是

が
實

謹
を
將
來

に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

わ

次
に
英
吉
利

の
統
計

は
五

ケ
年
李
均
に
於

て
示
さ
れ
る
が
、

共

の
死
亡
率
が
、

一
八
六

「
一

六
五
、
出
生
率
は
、
十
年

お
く

れ

て

一
八
七

}
1
七
五
年
以
来
例
外
な
く
減
退

の

　
途

を
辿

っ

て
居

る
。
而
し

て
婚
姻
牽

は
、

}
八
七

}
一
七

五
年

以
前

の
興

し

ま

ヒ

た

ヨ

む

き

レ

こ

よ

ユ

ニ

コ

こ
　

　

ロ

オ
力
士
砲
爵
筐

V
薯

困
設
置
ら

煎
る
が
、
結
局
其

れ
が

一
方

に

偏
し
た
推
移
を
示
し
得
な
い
事
を
観
取
す
る
に
+
分
な
維
渦
を

呈
示
し

て
居

る
。
是
等

の
事
實

は
日
本

の
統
計

に
於

て
も
亦
同

様

で
あ
り

、
殆

ん
ど
凡

て
の
國

に
於

て
謹
明
し
得

る
と
信
ず

る

が
、
今

は
例
謹

の
煩
を
避
け
る
。

四

以
上
私
は
、
婚
姻
傘
に
自
律
性

あ
る
事

、
從

っ
て
婚
姻
牽

の

攣
動
は
長
期
に
亙

っ
て
観
察
す
る
限
り

、
必
ら
す
出
生
、
死
亡

二
傘

の
推
移

と
相
違
せ
る
態
様
を
示
す
可
き
事
を
述

べ
、
二
三

の
例
を
擧
げ

て
結
局
婚
姻
牽
が
著

る
し
く
不
愛
的
性
質
を
持

つ

事
を
謹
明
し
得
た
と
信
ず

る
。
こ
の
事
は
彼

の
人

口
動
態

の
並

行
を
説
く

咽
派

の
墨
設

に
射
し

て
は
極
め

て
重
大
な
意
義
を
持

第
三
+
四
巻

九
八
二

第
六
號

西

○

つ
と
考

へ
る
が
、
是

が
検

討
は
他

の
機
會

に
譲

る
。

長
期

の
観
察
に
於

て
、
婚
姻
率

が
結
局
不
攣
的
性
質
を
帯
び

「
る
事
は
、
婚
姻
傘

の
場
所
的
比
較

に
著

る
し
い
差
異

あ
る
事
に

依

っ
て
否
定
さ
れ
得

る
も

の
で
は
な
い
。
何
故
か
な
ら
、
婚
姻

牽

の
時
間
的
観
察
と
、
場

所
的
比
較
と
は
全
く
異

っ
た
意
義
を

持

つ
も

の
で
あ
り

、
決
し

て
是
を
混
同
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
成

る
肚
會

の
婚
姻
牽
が
不
憂
的
性
質
を
持

つ
・遣
い
層ふ
事
怖臥
、
比
ハ
わ
茄阯
命
U
わ
一時
凋
職
ド
湘
陰
、り
昧
鉛
闘
"ハ
血寸
、メ

　コ
エ
　コ
ロ
く
　を
ノ
　ゴノンに
　ノ

ココノ
じ
　ヘカ
り
ヨズ
ヰ

ノ
コ

凡

一、
の
條
件
に
依

っ
て
定
ま

る
事

を
前
提

と
し
、
是
等

の
條
件

が
婚
姻
傘

の
攣
化
を
結
果
す
る
と
し
て
も

、
人
類

の
本
能
的
要

求

を
基
本
的

に
攣
化
せ
し
め
得
な

い
事
を
豫
恕
し

て
居

る
。
從

っ
て
異
な

っ
た
肚
會

の
異

な
っ
た
條
件

の
存
在

は
、
主
と
し
て

は
婚
姻
率

の
相
違
を
説
明
し
な

い
が
、
肚
會

の
年
齢
構
成

の
相

違
が
根
本
的
に
婚
姻
傘

の
高
さ
を
決
定
す
る
事
、
及
び
事
實
上

の
婚
姻
が
統
計
に
現
は
れ
な

い
場
合

の
存
在
は
、
異
な

っ
た
杜

會

の
婚
姻
卒

に
著

る
し
い
相
違
を
来
す
事
を
可
能
に
す
る
。
其

の
他

の
凡

て
の
婚
姻
牽
攣
動

の
原
因
が
こ

の
場

合
に
も
亦
看
過

し
得

'べ
き
事
勿
論

で
あ
る
。
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